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環環環環    境境境境    政政政政    策策策策    課課課課    

 

 平成 27年 12月 31日現在における平成 27年度の予算及び事務事業の執行状況について監査を実施

したので、その結果について概要を述べる。 

 

１  職員の配置状況 

当課の職員は課長 1 人、環境保全係 4 人、管理係 4 人の計 9 人である。 このほか、リサイクル

プラザ嘱託技術員 1 人が配置されている。 

 

２  予算の執行状況 

    当課にかかる歳入は、予算現額 4 億 8,214 万 6,000 円に対し、調定額 5,510 万 8,269 円、収入済

額 5,257 万 8,069 円で、収入率は対予算 10.9％、対調定 95.4％となっている。 

収入済額の内訳は、使用料及び手数料 3,864 万 5,464 円（し尿処理施設使用料 326 万 1,384 円、

畜犬登録手数料31万5,000円、狂犬病予防注射済票交付手数料91万5,750円、ごみ処理手数料3,249

万 2,100 円、粗大ごみ処理手数料 161 万 480 円ほか）、財産運用収入 1,350 円（基金利子）、寄附金

655 万 7,500 円（衛生費寄附金）、諸収入 737 万 3,755 円（資源物売却代金 138 万 9,722 円、太陽光

発電システム設置支援基金廃止残金受入 598 万 4,000 円）などである。 

一方歳出は、職員の給与費を除く予算現額 13 億 6,464 万 3,000 円に対し、執行済額は 10 億 5,286

万 7,978 円で執行率は 77.2％である。 

執行済額の主なものは、次のとおりである。 

（1）保健衛生費 

環境衛生費の執行済額は 6,440 万 5,157 円で、主なものは委託料 221 万 4,000 円（水質検査業

務委託料 178 万 2,000 円、自動車騒音常時監視業務委託料 43 万 2,000 円）、負担金補助及び交付

金 6,191 万 3,000 円(伊佐北姶良火葬場管理組合負担金 5,618 万 8,000 円、太陽光発電システム

設置事業補助金 360 万円、小規模飲料水供給施設支援事務補助金 212 万 5,000 円)などである。 

公害対策費の執行済額は 4,042 万 3,106 円で、主なものは委託料 2,724 万 9,480 円（布計鉱山

第 3 鉱さいたい積場安定対策施工試験調査設計業務委託 2,503 万 5,480 円、布計鉱山第 3 鉱さい

たい積場作業道路支障木伐採処分業務委託 221 万 4,000 円）、工事請負費 1,301 万 4,000 円（布

計鉱山第 3 鉱さいたい積場作業道路舗装整備工事 918 万円、布計坑内水沈砂池土砂除去工事 383

万 4,000 円）などである。 

湧水対策費の執行済額は 1,915 万 5,118 円で、修繕料 27 万 3,240 円（牛尾湧水処理場スレー

ト壁補修ほか）、役務費 22 万 5,988 円（湧水関係水質検査手数料ほか）、委託料 1,848 万 7,890

円（牛尾地区湧水汚泥処理業務委託ほか）、使用料及び賃借料 16 万 8,000 円（牛尾地区湧水に係

る揚水施設用地借上料）である。 

（2）清掃費 

   清掃総務費の執行済額は 3 億 9,761 万 7,101 円で、主なものは委託料 28 万 778 円（八坂神社

内公衆便所・本城公衆便所清掃業務委託ほか）、負担金補助及び交付金 3 億 9,727 万 130 円（鹿

児島県浄化槽推進市町村協議会の負担金9万840円、伊佐北姶良環境管理組合の負担金3億5,161
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万 4,000 円、合併処理浄化槽設置整備事業の補助金 4,494 万 4,000 円、ごみ減量化推進事業の補

助金 58 万 9,450 円ほか）などである。 

塵芥処理費の執行済額は 1 億 9,876 万 300 円で、主なものは報酬 181 万 8,000 円（リサイクル

プラザ嘱託技術員）、需用費 5,746 万 134 円（伊佐市指定ごみ袋等購入の消耗品費 2,641 万 4,424

円、一般廃棄物最終処分場の光熱水費 511 万 7,174 円や修繕料 2,452 万 9,692 円ほか）、役務費

1,577 万 1,401 円（台風災害関連廃棄物処理手数料 1,036 万 7,751 円、指定ごみ袋販売手数料 511

万 9,136 円ほか）、委託料 1 億 1,842 万 2,411 円（不法投棄廃棄物監視業務委託 57 万 240 円、一

般廃棄物収集運搬業務等委託 8,013 万 8,339 円、一般廃棄物最終処分場等維持管理業務等委託

3,771 万 3,832 円）、工事請負費 502 万 2,000 円（大口リサイクルプラザ舗装補修工事）などであ

る。 

   し尿処理費の執行済額は 3 億 3,250 万 7,196 円で、主なものは衛生センター管理事業の消耗品

費1,349万9,129円、光熱水費1,319万8,679円、修繕料1,337万9,731円を主とする需用費4,011

万 969 円、委託料 3,742 万 2,015 円（し尿処理施設管理委託 2,216 万 3,775 円、汚泥再生処理セ

ンター建設地分筆測量業務委託 76 万 6,800 円、伊佐市新衛生センター（仮称）建設工事に係る設

計・施工監理業務委託 1,449 万 1,440 円）、工事請負費 2 億 5,167 万 2,400 円（汚泥再生処理セン

ター施設造成工事）、負担金補助及び交付金 251 万 500 円（処理施設周辺自治会育成補助金 245

万 5,200 円、 汚染負荷量負担金等 5 万 300 円ほか）などである。 

 

＊ 繰越明許費 

繰越明許費の歳入予算は、予算現額 1 億 3,490 万円に対し、調定額、収入済額ともに 0 円で、

収入率は、対予算、対調定ともに 0.0％である。 

 一方歳出予算は、予算現額 1 億 6,621 万 8,000 円に対し、執行済額は 1 億 6,537 万 5,000 円で

執行率は 99.5％である。執行済額の内訳は、汚泥再生処理センター施設整備事業に係る基本設

計業務委託料 730 万 8,000 円、汚泥再生処理センター施設造成工事（1 工区）1 億 39 万円、汚

泥再生処理センター施設造成工事（2 工区）5,738 万円、造成地排水対策動力仮設工事 29 万 7,000

円である。 

 

３ 事務事業の執行状況 

当課の主な事務事業の執行状況は、次のとおりである。 

事務事業名 
執行済額（円） 

（予算現額） 
事務事業の内容及びその効果（円） 

 

生活環境対策事務

事業 

 

2,393,158 

（3,619,000） 

 環境保全のため、畜産や事業所等の排水による河川汚染

調査のための水質検査や自動車騒音調査などを行うととも

に、市民からの苦情（小動物死骸、ゴミの焼却、犬猫のフ

ンや放飼い、悪臭、騒音、振動など）や相談（スズメ蜂な

ど）の対応を行い、市民の不安解消に努めている。 

 消耗品費   174,881   修繕料       4,277 

 委託料   2,214,000 

 計     2,393,158 
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伊佐北姶良火葬場

管理組合運営事業 

56,188,000 

（58,517,000） 

伊佐市・湧水町・霧島市で組織する伊佐北姶良火葬場管

理組合の負担金（建設費に係る負担金：均等割 30/100、人

口割 70/100、運営費に係る負担金：均等割 10/100、人口割

30/100、利用度割 60/100） 

負担金  56,188,000 

太陽光発電システ

ム設置事業 

3,600,000 

（7,700,000） 

地球温暖化防止・エネルギー自給率向上に資するため、

市内施工業者から新たに太陽光発電システムを設置した者

への補助金 

補助金     3,600,000  （補助件数  13 件） 

狂犬病予防事業 
66,599 

（226,000） 

畜犬保有状況調査、畜犬台帳の作成、狂犬病予防注射を

実施する。 

消耗品費       3,673 

通信運搬費     62,926 

     計      66,599 

狂犬病を予防するための畜犬登録を行い、狂犬病予防注

射済票を交付する。 

畜犬登録      （1 頭 3,000 円） 105 頭   315,000  

狂犬病予防注射（1 頭 550 円） 1,665 頭   915,750 

小規模飲料水供給

施設支援事業 

2,157,400 

（4,875,000） 

集落水道組合等が管理する小規模飲料水供給施設の水質

検査を実施し、各水源の水質状況を把握し、改善が必要と

されるものについては、個別に指導や助言を行う。また、

水源からの濁りが発生し安定的な飲料水供給が困難となっ

た上木ノ氏地区水道組合を支援するため、新たに確保した

水源から利水を行うために、上木ノ氏地区水道組合が実施

する導水管布設事業に要する経費の一部を補助する。 

水質検査手数料   32,400 

補助金      2,125,000 

  計      2,157,400 

布計鉱山鉱害防止

事業 

36,476,570 

（46,009,000） 

布計鉱山第 3 鉱さいたい積場の安定化を図るため、作業

道路の整備及び土壌改良前試験調査を行い、鉱害防止工事

の準備工事を行う。 

普通旅費       38,890    

委託料      27,249,480 

使用料及び賃借料   8,200 

土木工事     9,180,000 

   計     36,476,570 
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布計坑内水沈砂池

土砂除去事業 

3,834,000 

（3,850,000） 

鉱業権が放棄された布計鉱山の坑内水に、粒子の細かい

砂が含まれ濁った水が流出しており、それを除去するため

沈砂池で沈下させ山野川へ放流しているが、沈砂池が土砂

で一杯になっていることから、濁り水を放流しないために

砂池の土砂を除去し機能を戻すための事業。 

土木工事（460㎥）    3,834,000 

牛尾地区湧水対策

事業 

19,155,118 

（31,107,000） 

ヒ素を含んだ牛尾地区湧水を委託により安全かつ効果的

に処理し、処理後排出される汚泥を適正に処理するための

事業。定期的に湧水関連の水質検査や河川魚の検査を行い

環境の保全に努める。 

当年度澱物処理量（実績）    68.57ｔ 

修繕料      273,240 

手数料      225,988 

委託料     18,487,890 

賃借料       168,000 

  計     19,155,118 

合併処理浄化槽設

置整備事業 

45,034,840 

（65,216,000） 

合併浄化槽の普及率の向上を図るため、住宅用で 10 人槽

以下の合併浄化槽を設置する者に対し補助金を交付し、合

併浄化槽の普及推進に努めた。 

5 人槽（補助金 332,000 円）   91 件   30,212,000 

7 人槽（補助金 414,000 円）   11 件    4,554,000 

10 人槽（補助金 548,000 円）    1 件    548,000 

         計       103 件   35,314,000 

市内業者施工加算（100,000 円） 87 件   8,700,000 

 単独浄化槽撤去費補助（上限 90,000 円） 

                 7 件   630,000 

単独浄化槽撤去費市内業者施工加算（50,000 円） 

6 件    300,000 

計              9,630,000 

補助金合計            44,944,000 

公衆便所維持管理

事業 

346,971 

（619,000） 

 八坂神社内公衆便所、本城公衆便所の維持管理 

  光熱水費ほか  58,193 

  手数料       8,000 

  委託料     280,778     

  計      346,971 
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ごみ減量化推進事

業 

589,450 

（1,191,000） 

 市内ＰＴＡ活動等により廃品の回収をした団体に対し

補助金を交付し、資源の再利用及びごみの減量化を図る。

また、家庭から出る生ごみを家庭で処理することにより、

収集運搬、処理業務の経費軽減及び堆肥化等によりごみの

減量化を図る。 

 登録団体数  31団体     45 件  529,450 

 生ごみ処理機          3 件   60,000 

            計          589,450 

伊佐北姶良環境管

理組合運営事業 

351,614,000 

（468,714,000） 

 伊佐市・湧水町・霧島市（牧園、横川地区）で組織する

伊佐北姶良環境管理組合（未来館）の運営費に係る負担金

（施設建設費に係る負担金：平等割25/100、人口割75/100、

交付税分で算出した分。施設運営費に係る負担金：平等割

20/100、ごみ収集実績割 40/100、人口割 40/100） 

 負担金    351,614,000 

不法投棄解消対策

事業 

667,652 

（1,218,000） 

 シルバー人材センターに不法投棄監視パトロールを委

託（月 3 回、大口地区 2 回、菱刈地区 1 回）。不法投棄箇

所の確認や看板設置、軽微なごみの収集を行い、不法投棄

させない環境づくりに努める。 

 消耗品費    97,412 

委託料    570,240 

  計      667,652 

指定ごみ袋管理事

務事業 

31,533,560 

（37,704,000） 

 可燃ごみ・資源ごみ・不燃ごみの分別を徹底し、資源の

再利用及びごみの減量化を図る。 

 消耗品費（指定ごみ袋購入）      26,414,424 

 手数料（販売手数料）         5,119,136 

  計                 31,533,560 

一般廃棄物（家庭系ごみ）の収集運搬の実施に伴い、指

定ごみ袋の販売を行う。 

（売上高）可燃物袋（大） 587,400枚  22,321,200  

     可燃物袋（小） 108,300枚   3,032,400 

          不燃物袋（赤大） 30,100枚   1,655,500 

          不燃物袋 (赤小)  12,800枚       512,000 

          資源物袋（緑大） 37,300枚   1,417,400 

          資源物袋 (緑小)  11,400枚       319,200 

          資源物袋（黄）  57,900枚   2,200,200 

          資源物袋（水色） 93,800枚   3,564,400 

                計 939,000枚  35,022,300 
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一般廃棄物収集運

搬事業 

80,156,936 

（86,861,000） 

一般廃棄物処理実施計画に基づき、ごみ種別ごとの収集

運搬体制を定め、その業務を業者に委託している。また、

ごみステーション用設置看板の購入やごみの分別収集及

び出し方に関するチラシを作成配布したり、自治会未加入

者用ごみステーションの維持管理も行い、循環型社会の構

築に努めている。 

 可燃物収集運搬業務委託（大口地区）  32,540,400 

 不燃・資源ごみ  〃 （大口地区）   15,228,000 

 プラスチック 〃   （大口地区）   10,358,668 

 一般廃棄物収集運搬業務委託（菱刈地区）17,496,000 

 古紙及び紙パック処理業務委託      2,130,631 

 プラスチック容器包装処理業務委託     2,108,160 

        委託料計        80,138,339 

 消耗品費                  18,597 

                   合計        80,156,936 

一般廃棄物最終処

分場維持管理事業 

76,034,401 

（91,539,000） 

大口リサイクルプラザを合理的かつ適正に維持管理しつ

つ、搬入された資源ごみ及び不燃・粗大ごみを適正処理し、

資源化を図るとともに、ごみ減量化を図り最終処分埋立地

の延命化を図る。また、宮人一般廃棄物最終処分場の浸出

水処理施設においても浸出水を適正に処理し放流すること

で、周辺環境を守ることに努めている。 

消耗品費（薬剤等）       943,943 

 光熱水費           5,117,174 

 修繕料            24,529,692 

 施設管理委託        37,690,995 

業務委託             22,837 

 土木工事           5,022,000 

 その他            2,707,760 

          計     76,034,401 

災害関連廃棄物処

理事業 

10,367,751 

（52,000,000） 

緊急対策として、台風 15号の被害により処理施設へ搬入

された災害ごみについて、市がその処理経費を負担するこ

とで、市民の負担が軽減され生活に支障をきたす災害ごみ

の対応が早急に行われた。 

がれき・廃プラ等 約  204トン 

木枝・根・廃材等 約 1,044トン 

一般廃棄物       約  175トン 

処理困難物       約   16トン 

ごみ処理手数料   10,367,751 
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衛生センター管理

事業 

65,485,116 

（92,319,000） 

 市内で発生する生し尿、浄化槽汚泥、一部農業集落排水

処理施設の汚泥を処理する。合併浄化槽の普及による浄化

槽汚泥の受入量増加によって、施設の処理能力 64KL/日に

対し 74KL/日の搬入がある。処理が出来ない時は予備貯留

槽に移送し状況を見ながら休日処理している。脱水汚泥は、

専門業者へ委託し堆肥化処理、処理水は河川へ放流する。

今年度は高濃度臭気を除去するために脱臭用活性炭入替を

行った。 

 平成 27年度平均処理量    74.3ｋL/日 

 消耗品費（薬剤等）     13,499,129 

光熱水費           13,198,679 

 修繕料           13,379,731 

 通信運搬費           240,120 

施設管理委託         22,163,775 

原材料費            313,627 

 負担金・補助金        2,510,500 

燃料費ほか           179,555 

           計    65,485,116 

汚泥再生処理セン

ター施設整備事業 

267,022,080 

（268,459,000） 

国の循環型社会形成推進交付金を活用し、平成 23年度か

ら平成 29 年度までの事業計画により行っている。今年度

は、施工業者（クボタ環境サービス・藤井建設 JV）が決定

し、3 カ年契約で締結した。設計・施工監理は（財）日本

環境衛生センター西日本支局に支援を受けながら行ってい

る。現在は詳細設計を行っており平成 28年 4月から着工を

予定し、平成 30年 3月を完成予定としている。 

・旅費                  85,440 

・食糧費                 6,000 

・委託料（伊佐市新衛生センター（仮称）建設工事に係る

設計・施工監理業務）        15,258,240              

・建築工事             251,672,400 

計          267,022,080 
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＊ 繰越明許費 

事務事業名 
執行済額（円） 

（予算現額） 
事務事業の内容及びその効果（円） 

 

汚泥再生処理セン

ター施設整備事業 

 

165,375,000 

（173,526,000） 

 汚泥再生処理センター施設整備における入札については

総合評価落札方式を採用している。平成 27年 3月までに業

者選定を終了する予定でいたが、設計変更を行ったことに

より平成 27年 5月まで期間を延長した。また、建設地の造

成工事については、平成 26年 11月 19日に契約したが、軟

弱な地盤であったため安定した地盤層にするため設計変更

が必要となり、工期を平成 27年 5月 29日まで延長した。 

  委託料（汚泥再生処理センター施設整備事業に係る基

本設計業務）        7,308,000 

工事請負費 

 （汚泥再生処理センター施設造成工事 1 工区） 

                 100,390,000 

 （汚泥再生処理センター施設造成工事 2 工区） 

                  57,380,000 

 （造成地排水対策動力仮設整備工事） 

                   297,000 

  計              165,375,000 

 

４ 工事の執行状況 

  当年度において執行した工事は、次のとおりである。 

補助

単独

の別 

工事名 工事内容 
契約金額 

（円） 

契約の 

相手方 

契約 

方法 

着 工 

年月日 

完 工 

年月日 

補助 

27 環境受託第

18 号布計鉱山

第 3 鉱さいた

い積場作業道

路舗装整備工

事 

施工延長 L=214.0m 

コンクリート舗装工   

A=720㎡ 

砕石舗装工 

     A=136㎡ 

9,180,000 ㈱大菱 
指名

競争 
H27.11.4 H28.2.16 

補助 

27 環境受託第

1 号布計坑内

水沈砂池土砂

除去工事 

沈砂池土砂除去 

    460㎥ 
3,834,000 

㈲瀬崎建

材 

指名

競争 
H27.12.21 H28.3.9 
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補助 

伊佐市新衛生

センター（仮

称）建設工事 

施設規模：78KL/日 

詳細設計 

高効率脱水装置

制作 

2,624,400,000 

のうち 

平成 27年度分 

251,672,400 

クボタ環

境サービ

ス・藤井建

設特定建

設工事 JV 

一般

競争 
H27.6.11 H30.3.20 

単独 

27環境受託第

19号大口リサ

イクルプラザ

舗装補修工事 

（1 工区） 

施工延長 L=68m 

アスファルト舗

装工  A=505㎡ 

（2 工区） 

施工延長 L=12m 

アスファルト舗

装工  A=52㎡ 

5,022,000 
㈱ミタカ

建設 

指名

競争 
H27.11.4 H28.1.22 

 

＊ 繰越明許費 

補助

単独

の別 

工事名 工事内容 
契約金額 

（円） 

契約の 

相手方 

契約 

方法 

着 工 

年月日 

完 工 

年月日 

単独 

26 環境受託第

22 号汚泥再生

処理センター

施設造成工事

（1 工区） 

土木工事一式 

擁壁工 A=703㎡ 

階段工一式 

排水工 縦 L=153m 

    横 L=102m 

法面工 A=330m 

付帯工事  

縁石 L=223m 

柵  L=177m 

（当初）

87,480,000 

（変更） 

12,910,000 

（合計） 

100,390,000 

林建設㈱ 

大口本店 

指名

競争 
H26.11.19 H27.5.29 

単独 

26 環境受託第

23 号汚泥再生

処理センター

施設造成工事

（2 工区） 

土木工事一式 

擁壁工 A=738㎡ 

流末排水工一式 

排水工 縦 L=151m 

    横 L=21m 

防災施設工 

沈砂・取水工 

基盤排水工 

A=2,680㎡ 

付帯工事 

縁石 L=178m 

柵  L=226m 

（当初）

83,376,000 

（変更） 

7,304,000 

（合計） 

90,680,000 

のうち 

平成 27年分 

57,380,000 

㈱國玉建

設 

指名

競争 
H26.11.19 H27.5.29 
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単独 

造成地排水対

策動力仮設工

事 

動力仮設設備電源

工事一式 
297,000 

㈲瀬戸口

電設 

随意

契約 
H27.4.23 H27.5.14 

 

５ 委託業務の執行状況 

  当年度において執行した主な委託業務は、次のとおりである。 

補助

単独

の別 

委 託 事 業 名 
契約金額 

  （円） 

契 約 の 

相 手 方 

契約 

の 

方法 

契 約 の 期 間 

単独 水質検査業務委託 1,782,000 

㈱東洋環

境分析セ

ンター 

指名 

競争 
H27.5.1～H28.3.31 

補助 

布計鉱山第 3 鉱さいたい積場

作業道路支障木伐採処分業務

委託 

2,214,000 
伊佐愛林

㈲ 

指名

競争 
H27.8.24～H27.10.22 

補助 

布計鉱山第 3 鉱さいたい積場

安定対策施工試験調査設計業

務委託 

25,035,480 

独立行政

法人 

石油天然ガ

ス・金属鉱

物資源機構 

随意

契約 
H27.11.16～H28.3.22 

単独 牛尾湧水処理業務委託（前期） 6,557,500 
住友金属

鉱山㈱ 

随意

契約 
H27.4.1～H27.9.31 

単独 牛尾湧水処理業務委託（後期） 7,942,500 
住友金属

鉱山㈱ 

随意

契約 
H27.10.1～H28.3.31 

単独 

一般廃棄物（可燃物）収集運

搬業務委託（大口地区） 

（債務負担 27～29年度） 

98,223,800 

 （27年度） 

32,540,400 

㈱林運輸 
指名 

競争 
H27.4.1～H30.3.31 

単独 

一般廃棄物（資源物・不燃物）

収集運搬業務委託（大口地区） 

（債務負担 27～29年度） 

45,966,000 

(27年度) 

15,228,000 

㈱ 富士建

設 

指名 

競争 
H27.4.1～H30.3.31 

単独 

一般廃棄物（プラスチック製

容器包装）収集運搬業務委託

（大口地区） 

（債務負担 27～29年度） 

31,267,832 

(27年度) 

10,358,668 

(有 )大口

平山商店 

指名 

競争 
H27.4.1～H30.3.31 
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単独 

一般廃棄物収集運搬業務委託

（菱刈地区） 

（債務負担 27～29年度） 

52,812,000 

(27年度) 

17,496,000 

㈱大菱 
指名 

競争 
H27.4.1～H30.3.31 

単独 

一般廃棄物最終処分場等 

維持管理業務委託 

（債務負担 25～27年度） 

98,354,400 

(27年度) 

33,091,200 

㈱ 藤井建

設 

指名 

競争 
H25.4.1～H28.3.31 

単独 最終処分場水質検査 1,555,200 

㈱東洋環

境分析セ

ンター 

指名 

競争 
H27.4.22～H28.3.31 

単独 
最終処分場浸出水処理施設逆

洗排水槽他清掃委託 
1,587,600 

㈱サニタ

リー 

随意

契約 
H27.12.8～H28.2.15 

単独 
し尿処理施設運転管理委託 

（債務負担 25～27年度） 

29,959,998 

(27年度) 

10,079,999 

㈲大口・伊

佐清掃社 

随意 

契約 
H25.4.1～H28.3.31 

単独 汚泥貯留槽清掃委託 3,780,000 
(株) サニ

タリー 

指名 

競争 
H27.5.11～H28.3.25 

単独 脱臭用活性炭入替委託 2,401,488 

富田薬品

㈱  A ＆ S

営業本部 

鹿児島営

業所 

指名

競争 
H27.11.2～H28.1.29 

補助 

27 環境受託第 12 号汚泥再生

処理センター建設地分筆測量

業務委託 

766,800 
㈱狩行測

量 

指名

競争 
H27.8.5～H27.9.24 

補助 

伊佐市新衛生センター（仮称）

建設工事に係る設計・施工監

理業務委託（継続費 27～29

年度） 

46,008,000 

(27年度) 

14,491,440 

(財）日本

環境衛生

センター

西日本支

局 

随意

契約 
H27.6.15～H30.3.31 
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＊ 繰越明許費 

補助

単独

の別 

委 託 事 業 名 
契約金額 

  （円） 

契 約 の 

相 手 方 

契約 

の 

方法 

契 約 の 期 間 

補助 

汚泥再生処理センター施設

整備に係る基本設計業務

(総合評価方式)委託 

(債務負担25年度～26年度） 

11,340,000 

26 年度から繰越 

7,308,000 

(財)日本

環境衛生

センター 

西日本支

局 

随意

契約 
H25.9.9～H27.5.29 

 

６ 負担金・補助金の支出状況 

当年度中に支出された主な負担金・補助金は、次のとおりである。 

団体名 事業名 金額 （円） 事業内容及びその効果 

伊佐北姶良火葬

場管理組合 

伊佐北姶良火葬場

管理組合運営事業 
56,188,000 

火葬場共同事務負担金 

構成市町（伊佐市・霧島市・湧水町の 2市 1 町） 

伊佐北姶良環境

管理組合 

伊佐北姶良環境管

理組合運営事業 
351,614,000 

一般廃棄物の処理のための負担金 

構成市町（伊佐市・霧島市・湧水町の 2市 1 町） 

太陽光発電シス

テム設置者（13

件） 

太陽光発電システ

ム設置事業 
3,600,000 

地球温暖化防止・エネルギー自給率向上を図る

ための補助金 

上木ノ氏地区水

道組合 

小規模飲料水供給

施設支援事業 
2,125,000 

集落水道組合を対象とした飲料水水質検査を実

施し、各水源の水質状況を把握して指導・助言

を行うための補助金 

PTA・子供会等

（45 件） 

ごみ減量化推進事

業 
529,450 

廃品回収によるごみの資源化を図るための補助

金 

合併処理浄化槽

設置者（103 件） 

合併処理浄化槽設

置整備事業 
44,944,000 

合併処理浄化槽の推進により水洗化率を上げ、

環境保全を図るための補助金 

処理施設周辺自

治会（5 自治会） 

衛生センター管理

事業 
2,455,200 

衛生センターと周辺自治会との良好な関係を保

つための補助金 

 

７ 財産管理の状況 

  当課に係る財産の管理状況は、次のとおりである。 

種 別 面  積 （㎡） 備               考 

土 地    131,615.67 

一般廃棄物最終処分場(宮人)、リサイクルプラザ、牛尾湧水施設、 

一般廃棄物最終処分場（旧菱刈町）、衛生センター、汚泥再生処理センター建設

予定地ほか 
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建 物    5,465.19 
一般廃棄物最終処分場（宮人）、リサイクルプラザ、牛尾湧水施設、衛生センタ

ーほか 

 

８ 現地監査 

布計鉱山第 3鉱さいたい積場作業道路舗装整備工事、布計坑内水沈砂池土砂除去工事、伊佐市新

衛生センター(仮称)建設工事、大口リサイクルプラザ舗装補修工事、汚泥再生処理センター施設造

成工事（1～2 工区）の現地監査を実施した結果、良好に施工、管理されていることを認めた。また、

衛生センターの土地建物の管理状況についてもおおむね良好に維持管理されていることを認めた。 

 

９ その他 

当課で整備保管すべき財務に関する諸帳簿及び台帳は、おおむね良好に整備保管されていること

を認めた。 

また、汚泥再生処理センター整備事業は基本設計や造成工事も終了し、現在は詳細設計を行い高

効率脱水装置の製作中であり、平成 28年度から工事に着手し平成 29年度の完成予定を目指し、順

調に遂行されていることを確認した。 


